
（4）花 高 同 窓 会 会 報

今
年
の
五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た

花
輪
高
校
同
窓
会
総
会
で
、
今
後
の
同

窓
会
に
つ
い
て
重
要
な
決
定
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
同
窓
会
役
員
に
つ
い
て

現
在
の
役
員
（
常
任
幹
事
を
含

む
）
を
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
留
任
と
す
る
。
欠
員
が
生

じ
て
も
特
に
は
補
充
し
な
い
。

二
、�

鹿
角
高
校
同
窓
会
と
の

　
　関
わ
り
に
つ
い
て

鹿
角
高
校
同
窓
会
を
支
援
す
る

方
向
で
、
小
坂
・
十
和
田
の
両
同

窓
会
と
協
議
を
し
て
い
く
。

三
、�

統
合
後
の
花
輪
高
校
同
窓

　
　会
に
つ
い
て

統
合
後
の
五
年
間
の
活
動
は
本

部
・
各
支
部
の
判
断
に
委
ね
る
。

そ
れ
以
降
の
同
窓
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
こ
の
五
年
間
で
検
討

す
る
。

母
校
が
な
く
な
り
、
来
年
三
月
の
卒

業
生
が
最
後
の
同
窓
生
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
通
り
の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
、
資
金
的
に
無
理
で
あ
る
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
ど

の
程
度
の
活
動
が
で
き
る
か
を
こ
の
五

年
間
で
実
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
新
入
会
員
か
ら
の
入
会
金
も
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
会
費

の
み
が
収
入
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
会

費
を
納
入
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

今
年
度
は
、
従
来
の
活
動
の
他
に
閉

校
事
業
が
あ
り
、
役
員
も
忙
し
い
年
で

し
た
が
、
閉
校
式
も
無
事
終
了
し
て
安

堵
し
て
い
ま
す
。
学
校
が
無
く
な
っ
て

も
同
窓
生
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
同
窓
会
を
支

援
し
て
下
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

令
和
五
年
度
総
会
開
催

五
月
十
九
日
ホ
テ
ル
茅
茹
荘
に
お
い

て
、
令
和
五
年
度
の
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
及

び
今
年
度
の
事
業
・
予
算
計
画
が
承
認

さ
れ
る
と
と
も
に
、
来
年
度
か
ら
の
同

窓
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
協
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
上
記
）
終
了

後
は
懇
親
会
で
、
二
年
ぶ
り
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

陸
上
部
と
実
業
部
に
激
励
金
贈
呈

去
る
七
月
二
十
四
日
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
陸
上
競
技
に
出
場
す
る
児
玉
政
大
君

と
兎
澤
愛
望
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
全
国
高

校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
に
出
場
す
る
小

原
優
叶
君
（
い
ず
れ
も
三
年
生
）
に
激

励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

花
輪
高
校
最
後
の
年
に
全
国
大
会
に

出
場
し
て
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

花
輪
高
校
同
窓
会��

令
和
四
年
度
決
算
書
、令
和
五
年
度
予
算
書

収入の部 単位：円

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

本年度決算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ｂ ) － ( Ａ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会  費 1,277,280 1,176,500 △ 100,780 1,595,801
      (1) 会費 900,000 816,500 △ 83,500 同窓生会費 1,048,601
      (2) 入会費 377,280 360,000 △ 17,280 @1,440 円× 250 人 547,200
２．繰越金 767,676 767,676 0 前年度より 585,669

３．繰入金 0 0 0 0
４．諸収入 44 5 △ 39 預金利息 3,785

合　　　　　　計 2,045,000 1,944,181 △ 100,819 2,185,255
支出の部

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

本年度決算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ｂ ) － ( Ａ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会議費 50,000 0 △ 50,000 27,500
２．会務費 780,000 537,206 △ 242,794 481,677
      (1) 旅費 140,000 62,191 △ 77,809 東京支部総会出席旅費 0
      (2) 消耗品費 10,000 0 △ 10,000 0
      (3) 通信費 550,000 417,958 △ 132,042 同窓会報発送費等郵送料 419,040
      (4) 振込手数料 80,000 57,057 △ 22,943 会費振込手数料 62,637
３．事業費 461,000 387,264 △ 73,736 393,882
      (1) 印刷費 360,000 315,238 △ 44,762 会費振込用紙、会報（２回） 321,644
      (2) 記念品費 60,000 49,588 △ 10,412 卒業記念品（印鑑ケース） 46,079
      (3) 広告費 20,000 1,833 △ 18,167 高校野球応援広告 5,499
      (4) 広報費 21,000 20,605 △ 395 ホームページ充実謝礼 20,660
４．渉外費 30,000 0 △ 30,000 0
      (1) 渉外費 10,000 0 △ 10,000 0
      (2) 慶弔費 20,000 0 △ 20,000 0
５．助成費 600,000 190,000 △ 410,000 500,000
      (1) 部活動助成費 350,000 120,000 △ 230,000 全国大会激励金 350,000
      (2) 進路指導助成費 150,000 0 △ 150,000 150,000
      (3) 支部助成費 100,000 70,000 △ 30,000 東京支部 0
６．備品費 14,000 12,870 △ 1,130 卒業アルバム代 12,870
７．積立金 0 0 0 0
８．繰出金 0 0 0 0
９．雑  費 2,000 0 △ 2,000 1,650
10．予備費 108,000 0 △ 108,000 0

合　　　　　　計 2,045,000 1,127,340 △ 917,660 1,417,579

収  入  総  額 1,944,181 定期預金（H27 積立分） 400,235
支  出  総  額 1,127,340 定期預金（H28 積立分） 300,116
差  引  残  額 816,841 定期預金（H29 積立分） 200,059

定期預金（H30 積立分） 200,042

収入の部 単位：円

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

前年度予算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ａ ) － ( Ｂ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会  費 985,760 1,277,280 △ 291,520 1,176,500
      (1) 会費 800,000 900,000 △ 100,000 同窓生会費 816,500
      (2) 入会費 185,760 377,280 △ 191,520 @1,440 円× 129 人 ( 高 3 年生 )　 360,000
２．繰越金 816,841 767,676 49,165 767,676
３．繰入金 800,336 0 800,336 H27･29･30 定期預金解約分 0
４．諸収入 330,953 44 330,909 不法行為返済金・預金利息等 5

合　　　　　　計 2,933,890 2,045,000 888,890 1,944,181
支出の部

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

前年度予算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ａ ) － ( Ｂ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会議費 50,000 50,000 0 総会費用他 0
２．会務費 630,000 780,000 △ 150,000 537,206
      (1) 旅費 100,000 140,000 △ 40,000 支部総会出席旅費 62,191
      (2) 消耗品費 10,000 10,000 0 事務用品等 0
      (3) 通信費 450,000 550,000 △ 100,000 同窓会会報発送費等郵送料 417,958
      (4) 振込手数料 70,000 80,000 △ 10,000 会費振込手数料 57,057
３．事業費 431,000 461,000 △ 30,000 387,264
      (1) 印刷費 330,000 360,000 △ 30,000 会費振込用紙、会報（２回） 315,238
      (2) 記念品費 60,000 60,000 0 卒業記念品（印鑑ケース） 49,588
      (3) 広告費 20,000 20,000 0 高校野球応援広告他 1,833
      (4) 広報費 21,000 21,000 0 ホームページ充実費用 20,605
４．渉外費 30,000 30,000 0 0
      (1) 渉外費 10,000 10,000 0 渉外活動費 0
      (2) 慶弔費 20,000 20,000 0 0
５．助成費 250,000 600,000 △ 350,000 190,000
      (1) 部活動助成費 150,000 350,000 △ 200,000 全国大会激励金 120,000
      (2) 進路指導助成費 0 150,000 △ 150,000 0
      (3) 支部助成費 100,000 100,000 0 各支部助成 70,000
６．備品費 14,000 14,000 0 卒業アルバム 12,870
７．積立金 0 0 0 0
８．繰出金 1,500,000 0 1,500,000 閉校行事諸経費 0
９．雑  費 2,000 2,000 0 0
10．予備費 26,890 108,000 △ 81,110 0
合　　　　　　計 2,933,890 2,045,000 888,890 1,127,340

収  入  総  額 2,933,890 　　  定期預金（H27 積立分）　今年度解約 400,235
支  出  総  額 2,933,890 　　  定期預金（H28 積立分） 300,116
差  引  残  額 0 　　  定期預金（H29 積立分）　今年度解約 200,059

　　  定期預金（H30 積立分）　今年度解約 200,042

◎令和４年度　同窓会決算書 令和５年度　同窓会予算書

▶
激
励
式
の
様
子

▶
総
会
の
様
子
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（1） 花 高 同 窓 会 会 報

　花
輪
高
校
同
窓
会
長

関
　
　厚
（
二
四
期
）

花
輪
高
校
は

鹿
角
高
校
に
引

き
継
が
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
花

高
の
歴
史
と
伝

統
を
校
内
よ
り

出
し
て
い
く
開
校
と
も
い
う
べ
き
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
花
輪
町

立
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
誕
生
、

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
秋
田
県
立

花
輪
高
等
女
学
校
、
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
秋
田
県
立
花
輪
高
等
学

校
と
変
遷
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
昭
和

四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
か
ら
新
田
町

よ
り
明
堂
長
根
に
移
転
し
ま
し
た
。
霊

峰
早
池
峰
山
か
ら
移
植
し
た
と
い
わ

れ
る
旧
校
舎
正
門
の
シ
ダ
レ
カ
ツ
ラ

は
、
悠
然
と
し
て
本
校
の
歴
史
を
見
つ

め
て
い
ま
す
。

女
学
校
校
歌
は
北
原
白
秋
先
生
と

山
田
耕
筰
先
生
に
よ
る
も
の
で
す
。
高

校
校
歌
は
万
葉
集
研
究
の
村
木
清
一

郎
先
生
に
よ
る
作
詞
で
す
。
先
生
の
万

葉
研
究
に
斎
藤
茂
吉
先
生
が
贈
っ
た

「
序
歌
　
萬
葉
の
そ
の
言
霊
を
あ
ら
た

代
の
ひ
び
き
と
な
し
て
傳
へ
け
る
は

や
」
は
同
窓
会
の
わ
た
し
た
ち
に
も
贈

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

花
輪
高
校
は
一
流
の
先
生
、
一
流
の

講
師
の
教
育
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
三

段
跳
び
金
メ
ダ
ル
の
南
部
忠
平
先
生
を

招
い
て
の
指
導
。
ボ
ス
ト
ン
覇
者
の
山

田
敬
蔵
先
生
は
若
き
日
、
陸
上
部
と
一

緒
に
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
伝
統
は

世
界
選
手
権
覇
者
の
浅
利
純
子
さ
ん
と

し
て
大
輪
の
花
輪
を
咲
か
せ
ま
す
。

吹
奏
楽
部
は
一
流
の
指
揮
者
に
よ

る
グ
ラ
ン
ド
で
の
練
習
に
よ
り
全
国

の
覇
者
と
な
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
部
は

花
輪
ス
キ
ー
場
な
ど
の
整
備
、
全
国
高

校
ス
キ
ー
大
会
の
開
催
が
一
流
の
選

手
と
交
流
を
生
み
、
大
き
く
花
開
い
て

お
り
ま
す
。

花
輪
高
校
は
新
高
校
の
中
に
生
き

て
い
き
ま
す
。
新
し
い
高
校
の
卒
業
生

と
三
校
の
卒
業
生
、
同
窓
会
の
団
結

が
、
よ
り
多
く
の
力
を
生
み
出
し
て
い

き
ま
す
。

花
輪
高
等
学
校
と
同
窓
会
は
永
遠

で
す
。
み
な
さ
ま
に
幸
多
か
れ
と
祈
念

し
ま
す
。

校
長
　佐
藤
　貢

四
月
に
着
任

い
た
し
ま
し

た
、
佐
藤
貢
と

申
し
ま
す
。
令

和
元
年
度
、
二

年
度
に
は
教
頭

職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
度
は
校
長
と
し
て
勤
務
で
き
ま
す

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
花
輪
高
校
最
後
の
年
度
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
元
気
で

明
る
く
何
事
に
も
一
生
懸
命
な
生
徒

た
ち
の
姿
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
素
晴

ら
し
い
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
て
い

た
だ
き
毎
日
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
の
生
徒
や
教
職
員

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
本
校
卒
業

後
も
継
続
し
て
関
係
性
を
も
て
る
こ

と
は
、
同
窓
会
組
織
が
盤
石
の
体
制
で

あ
る
か
ら
こ
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
同
窓

会
員
の
皆
様
の
支
え
を
大
変
心
強
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

他
校
に
異
動
し
て
も
花
輪
高
校
の

活
躍
は
常
に
意
識
し
て
、
ま
た
、
期
待

し
て
お
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
一
月
の

箱
根
駅
伝
に
、
私
が
授
業
を
担
当
し
た

卒
業
生
が
出
場
し
、
数
名
の
本
校
職
員

と
メ
ー
ル
を
し
な
が
ら
応
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の
そ
の
後

の
活
躍
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

学
校
と
い
う
の
は
そ
う
そ
う
あ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
地
各
界
に
お

い
て
活
躍
す
る
人
間
を
輩
出
し
て
い

る
花
輪
高
校
の
歴
史
と
伝
統
が
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
に
は
、
同
窓
会
の
皆

様
か
ら
多
大
な
る
御
支
援
、
御
協
力
に

よ
り
、
閉
校
式
典
の
挙
行
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
及
び
思
い
出
を
語
る
会
の
開
催
、

閉
校
記
念
誌
の
発
行
等
の
閉
校
事
業
を

無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後

も
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
秋
田
市
出
身
。
令
和
三
年
大
館
鳳

鳴
高
校
副
校
長
、
令
和
四
年
大
曲
工
業

高
校
校
長
。
福
島
大
卒
。

▲閉校記念誌

花
輪
高
校
の

　

 

あ
ら
た
な
開
校
へ

着
任
の
あ
い
さ
つ

今年度、98年の歴史に幕を下ろす「花輪高校」の閉校記念誌が完成
しました。購入を希望される方は、下記の要領でお申し込み下さい。閉校記念誌発刊のお知らせ

①同窓会ホームページから
②電話にて…0186-23-2126
　　　　　　 （担当:髙田・小田島）
③ＦＡＸ ……0186-23-2137

3,000円（予価／税・送料込み）価　　格
申込方法

〈申　込〉令和5年12月20日㈬
〈支払い〉令和6年 1月31日㈬

〆 切

※②③の方法で申込の際は、「氏名」「連絡先」（支払先を連絡す
るための電話番号やメルアド等）「住所（郵送先）」「購入部数」
を記入または口頭でお伝えください。

※連絡先に振込口座をお知らせします。その後、振り込みの確認
ができ次第、発送いたします。なお、申込数の確定後の印刷とな
りますので、遅れる場合がありますが、令和6年3月末までには
発送致しますのでご了承下さい。
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る
ま
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
で
、
心
身
と

も
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
部
活
動
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
活
動
以
外
に
も
、
花
高
祭
や
運
動

会
、
修
学
旅
行
な
ど
友
人
と
過
ご
し
た

時
間
も
と
て
も
充
実
し
て
お
り
、
楽
し

か
っ
た
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
受
験
に
向
け
て
毎
日
必
死
に
勉
強

し
、辛
か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

友
人
や
先
生
に
支
え
ら
れ
目
標
と
し
て

い
た
進
路
に
も
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
度
も
進
路
相
談
を
し
、
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
先
生
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
勉
強
や
部
活
動
に
励
む

中
で
、
努
力
し
た
こ
と
が
実
を
結
ぶ
喜

び
や
、
自
分
の
力
で
様
々
な
こ
と
を
乗

り
越
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
様
々
な
経
験
や
思
い
出
が

社
会
人
と
な
っ
た
今
、
多
く
の
場
面
で

役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
友

人
や
先
生
方
に
も
恵
ま
れ
て
私
は
花
輪

高
校
に
入
学
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
思
い
出
、
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

母
校
の
花
輪
高
校
は
本
年
度
で
閉

校
し
、
新
年
度
か
ら
は
花
輪
、
十
和

田
、
小
坂
の
三
高
校
が
合
併
し
た
「
秋

田
県
立
鹿
角
高
校
」
が
誕
生
し
ま
す
。

そ
こ
で
最
後
の
同
窓
会
報
に
、
長
ら
く

花
輪
高
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
高
木
英
子

先
生
に
花
輪
高
の
思
い
出
な
ど
を
う
か

が
っ
た
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
先
生
は
夫
の
豊
平
氏
（
豊
平
氏

も
花
輪
高
に
勤
務
さ
れ
た
）
と
と
も
に

今
年
で
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

◇
◇
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
◇
◇

鹿
角
市
が
誕
生
し
た
昭
和
四
十
七

年
（
一
九
七
二
）
四
月
に
三
十
七
歳

で
花
輪
高
に
赴
任
。
以
来
、
六
十
三
年

（
一
九
八
九
）
三
月
ま
で
十
七
年
間
連

続
で
花
輪
高
の
教
壇
に
。
そ
の
間
、
学

級
担
任
や
学
年
主
任
、
進
学
の
進
路
指

導
な
ど
を
担
当
。
教
科
は
世
界
史
、
日

本
史
。

「
赴
任
当
初
は
女
性
の
教
諭
は
普
通

科
の
学
級
担
任
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
年
目
に
担
任
に
な
れ
ま
し
た
。

担
任
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
男
子
生
徒

に
対
す
る
学
校
側
の
配
慮
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
正
直
言
っ
て
『
時
代
遅
れ
』

と
い
う
か
違
和
感
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

で
も
生
徒
は
総
じ
て
素
直
で
頑
張
り

屋
。
そ
の
反
面
、
警
察
に
や
っ
か
い
に

な
る
い
た
ず
ら
っ
子
も
い
て
ね
。で
も
、

今
か
ら
思
え
ば
手
を
焼
い
た
子
ほ
ど
立

派
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
う
し
た
教

え
子
の
成
長
し
た
姿
を
見
る
の
が
嬉
し

く
楽
し
い
で
す
」

そ
の
頃
の
花
輪
高
の
伝
統
で
、
男
子

は
運
動
部
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
ス
キ
ー
部
や
陸
上
部
の
黄
金
時

代
。
と
に
か
く
強
か
っ
た
。
先
生
も
そ

の
二
つ
の
部
の
顧
問
は
特
別
扱
い
で
し

た
。
文
化
部
で
は
何
と
言
っ
て
も
吹
奏

楽
部
。
佐
藤
修
一
先
生
が
顧
問
の
時
代

で
、
全
国
大
会
で
金
賞
を
と
っ
て
当
た

り
前
。
先
生
や
部
員
た
ち
も
そ
り
ゃ
必

死
で
し
た
ね
。
進
学
で
は
共
通
一
次
が

導
入
さ
れ
た
頃
で
、
鳳
鳴
と
比
較
し
て

も
花
輪
の
方
が
よ
い
大
学
に
入
れ
た
り

し
て
ね
。
学
校
の
序
列
で
考
え
て
は
い

け
な
い
、
子
ど
も
は
環
境
が
育
て
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

部
活
の
顧
問
は
十
七
年
間
一
貫
し
て

新
聞
部
。
部
員
は
三
十
人
余
り
で
、
女

子
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
新
聞
は
年
五

回
の
発
行
、
何
か
あ
れ
ば
号
外
も
発
行

し
た
。

「
三
年
生
は
夏
休
み
で
引
退
す
る
の

で
す
が
、
そ
の
時
に
下
級
生
に
仕
込
み

の
合
宿
を
し
ま
し
た
。
学
校
に
泊
り
込

ん
だ
の
で
す
が
、
三
年
生
が
自
炊
や
掃

除
な
ど
を
担
当
し
、
後
輩
た
ち
に
は
新

聞
づ
く
り
な
ど
の
勉
強
を
一
生
懸
命
さ

せ
ま
し
た
。そ
れ
が
新
聞
部
の
伝
統
で
、

そ
ん
な
中
か
ら
素
晴
ら
し
い
生
徒
や
新

聞
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
先
日
、
家
を
掃

除
し
て
い
た
ら
当
時
の
新
聞
が
ご
っ
そ

り
と
出
て
来
て
ね
、
学
校
に
問
い
合
わ

せ
た
ら
欲
し
い
と
い
う
の
で
寄
贈
し
ま

し
た
。
学
校
の
歴
史
を
語
る
貴
重
な
資

料
で
す
か
ら
ね
」

現
在
は
鹿
角
市
先
人
顕
彰
館
の
研
究

員
、
内
藤
湖
南
先
生
顕
彰
会
の
副
会
長

な
ど
を
務
め
て
い
る
。
故
郷
の
先
人
の

足
跡
や
業
績
を
調
査
・
研
究
し
て
お
り
、

各
種
研
修
会
の
講
師
や
テ
レ
ビ
等
に
出

演
す
る
な
ど
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い

る
。八

十
八
歳
の
現
在
も
健
康
そ
の
も
の

で
、
記
憶
力
も
確
か
な
も
の
。
背
筋
を

ピ
ン
と
伸
ば
し
た
姿
勢
が
印
象
的
だ
。

「
私
は
栄
養
と
か
薬
に
は
音
痴
。
こ

の
年
齢
に
な
る
ま
で
、
病
院
は
歯
医
者

と
皮
膚
科
し
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
特
に

健
康
に
気
を
付
け
て
い
る
と
い
う
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
た
い
時
に
食
べ

寝
た
い
時
に
は
寝
る
。
つ
ま
り
体
の
求

め
る
ま
ま
自
然
体
で
暮
ら
し
て
い
る
だ

け
。
そ
れ
が
私
の
最
大
で
唯
一
の
健
康

法
と
い
う
な
ら
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」鹿

角
市
十
和
田
大
湯
在
住
。

文
責
・
北
村
正
人
（
二
二
期
）

花
輪
高
校
の
思
い
出

高
木
英
子 

先
生

（
八
十
八
歳
）

吉
村 

ア
イ

（
一
九
期
）

五
十
五
年
前
、
卒
業
の
翌
年
に

花
輪
高
同
窓
会
の
総
会
に
参
加

し
、
大
先
輩
の
方
々
と
ど
ん
な
話

を
し
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
そ
れ

が
同
窓
会
と
関
わ
る
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

私
は
花
輪
に
生
ま
れ
、
花
輪
小

学
校
、
花
輪
第
一
中
学
校
、
花
輪

高
校
を
経
て
花
輪
電
報
電
話
局
に

就
職
し
、
花
輪
で
暮
ら
し
て
い
る
。

花
輪
町
は
合
併
し
て
鹿
角
市
と

な
り
、
陸
中
花
輪
駅
は
鹿
角
花
輪

駅
と
な
り
、
花
輪
電
報
電
話
局
は

鹿
角
電
報
電
話
局
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
花
輪
高
校
は
来
年
四

月
に
鹿
角
高
校
と
な
り
、
九
十
数

年
慣
れ
親
し
ん
だ
花
輪
の
名
称
が

ま
た
一
つ
な
く
な
る
。

い
つ
の
時
代
も
そ
の
流
れ
と
と

も
に
名
称
が
変
わ
り
、
人
の
記
憶

も
薄
ら
い
で
い
く
と
思
わ
れ
る

が
、
花
輪
高
校
の
歴
史
と
文
化
は

末
永
く
受
け
継
が
れ
、
継
続
し
て

い
く
と
思
っ
て
い
る
。

総会開催のご案内
日時:令和6年5月17日㈮
18:00～総会／19:00～懇親会
場所 ホテル茅茹荘

金曜日開催としました。
その時期になりましたら、案内をホーム
ページ等に載せますので、お誘い合わせ
の上ご参加ください。

（2）花 高 同 窓 会 会 報

鹿
角
市
議
会
議
長

中
山
　一
男
（
二
一
期
）

私
は
、
昭
和

四
十
一
年
四
月

入
学
、
四
十
四

年
三
月
卒
業
の

二
十
一
期
生
で

す
。
当
時
の
校

舎
跡
地
に
は
「
あ
ん
と
ら
あ
」
が
建
っ

て
い
ま
す
の
で
、
私
の
学
ん
だ
校
舎
は

心
の
中
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

入
学
時
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
北
側

校
門
の
左
右
に
は
二
本
の
大
き
な
枝
垂

れ
桜
、
正
面
は
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
職
員
玄

関
・
校
舎
と
大
き
な
桜
の
木
が
あ
り
、

歴
史
を
刻
ん
だ
重
み
と
風
格
の
漂
う
木

造
校
舎
が
、
母
校
の
気
に
入
っ
た
風
景

で
し
た
。
入
学
当
時
の
校
長
は
山
城
誠

司
氏
で
し
た
が
亡
く
な
ら
れ
、
中
川
敏

郎
氏
か
ら
卒
業
証
書
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
授
業
中
は
、
部
活
で
疲
れ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
寝

て
い
て
も
早
弁
し
て
も
怒
ら
れ
ず
、
良

き
時
代
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

校
舎
西
側
に
は
道
場
（
第
二
体
育

館
）
が
あ
り
、
主
に
剣
道
部
・
柔
道
部

が
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
中
庭
に
は
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
南
側
に
は
体
育
館
が
あ

り
、男
子
バ
ス
ケ
部（
東
北
大
会
出
場
）、

バ
レ
ー
部
（
県
大
会
準
優
勝
）、
今
で

は
珍
し
い
女
子
器
械
体
操
部
が
練
習
し

て
い
ま
し
た
。
狭
い
中
で
し
た
が
活
気

に
満
ち
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

同
じ
南
側
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
百
Ｍ

の
コ
ー
ス
が
や
っ
と
取
れ
る
よ
う
な
場

所
を
主
に
陸
上
部
が
使
用
し
、
強
い
選

手
も
多
く
輩
出
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
私
の
所
属
す
る
野
球
部
は
と

い
う
と
、
学
校
に
野
球
場
が
無
く
、
春

木
沢
（
尾
去
沢
鉱
山
貯
水
池
の
一
角
）

ま
で
練
習
に
行
き
、
想
像
を
絶
す
る
よ

う
な
練
習
環
境
で
し
た
。
二
年
生
の
時

に
や
っ
と
今
の
場
所
に
新
校
舎
建
設
が

始
ま
り
、
校
舎
以
外
は
未
整
備
で
も
使

用
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
、
そ
し
て
三
年
生
の
時
に

は
今
の
野
球
場
の
マ
ウ
ン
ド
を
、
リ
ヤ

カ
ー
や
一
輪
車
を
駆
使
し
な
が
ら
自
分

た
ち
の
手
で
二
回
も
整
備
し
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
野
球
環

境
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
三

年
目
に
し
て
夏
の
県
大
会
三
回
戦
ま
で

進
み
、
目
標
の
一
回
戦
を
突
破
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
自
分
の
礎
を

高
校
三
年
間
の
野
球
生
活
で
培
っ
た
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
し
、
八
橋
球
場
の

「
一
勝
」
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。

高
校
三
年
間
、
校
舎
建
築
の
寄
付
は

し
ま
し
た
が
、
一
度
も
校
舎
に
入
れ
ず

に
心
残
り
と
い
え
ば
心
残
り
で
す
。
私

の
思
い
出
の
校
舎
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
の
母
校
は
「
秋
田
県
立
花
輪
高

等
学
校
」
で
す
。
新
年
度
か
ら
の
「
鹿

角
高
校
」
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

㈲
安
心
サ
ー
ビ
ス（
ア
ド・ワ
ー
ク
ス
）

代
表
取
締
役安

保
　朗
（
四
二
期
）

最
初
の
話
を

い
た
だ
い
た
時

に
、
明
ら
か
に

人
選
を
間
違
え

た
の
で
は
？
と

思
い
ま
し
た

が
、
ま
あ
、
こ
れ
で
最
後
と
い
う
事
で

す
の
で
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
忌
憚
な
く

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
高
校
時
代
、
子
供
達
の
手
本

に
な
る
よ
う
な
人
物
像
と
は
程
遠
く
、

不
良
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
い
わ
ゆ

る
「
や
ん
ち
ゃ
」
な
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
前
校
舎
で

の
思
い
出
は
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
事
が

多
く
、
例
え
ば
廊
下
に
あ
っ
た
水
飲
み

場
は
、
手
洗
い
や
水
を
飲
む
の
で
は
な

く
、
当
時
流
行
っ
て
い
た
パ
ン
ク
ロ
ッ

ク
の
影
響
で
ツ
ン
ツ
ン
に
立
て
て
い
た

髪
を
先
生
に
洗
わ
れ
た
思
い
出
の
場
所

で
あ
っ
た
り
、
そ
の
近
く
に
あ
っ
た
牛

乳
パ
ッ
ク
の
自
動
販
売
機
は
叩
い
た
り

蹴
っ
た
り
す
る
と
も
う
一
個
出
て
く
る

と
い
う
噂
が
あ
っ
て
ボ
コ
ボ
コ
に
つ
ぶ

れ
て
い
た
り
（
私
は
蹴
っ
て
い
ま
せ
ん

が
）
そ
の
よ
う
な
事
ば
か
り
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
す
み
ま
せ
ん
。

他
に
も
、
購
買
は
昼
休
み
に
行
く
の

で
は
な
く
、
十
時
頃
の
開
店
と
同
時
に

お
目
当
て
の
パ
ン
を
買
い
に
行
き
、
も

ち
ろ
ん
お
昼
に
な
る
前
に
な
ぜ
か
お
腹

の
中
に
収
ま
っ
て
い
た
り
、
そ
の
後
学

食
に
行
っ
て
う
ど
ん
を
食
べ
て
い
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
弁
当
も
食
べ
て
い
た

り
、
と
に
か
く
よ
く
食
べ
て
い
た
と
い

う
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
場
所
で
す
と
、
仮
眠
す

る
つ
も
り
が
う
っ
か
り
寝
過
ご
し
て
放

課
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
体
育
館
の
用

具
室
や
、
三
年
の
時
に
出
席
日
数
が
足

り
な
く
て
冬
休
み
に
毎
日
掃
除
に
行
か

さ
れ
て
い
た
鬼
の
棲
む
体
育
教
官
室
、

先
輩
方
か
ら
肉
体
的
に
猛
烈
な
愛
の
指

導
を
受
け
た
部
室
や
体
育
館
裏
等
々
、

よ
く
も
ま
あ
三
十
年
以
上
経
っ
て
い
る

の
に
色
々
出
て
き
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
も
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
、
学
食
に
併
設
し
て
あ
っ
た
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
部
活
動
の
合
宿
で
利

用
し
、
皆
と
一
緒
に
泊
ま
る
楽
し
さ
が

高
じ
て
夜
は
麻
雀
や
花
札
を
や
り
す
ぎ

て
寝
不
足
に
な
り
ま
し
た
。

今
頃
私
に
執
筆
依
頼
を
し
た
方
は

苦
虫
を
嚙
み
潰
し
た
よ
う
な
お
顔
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

ん
な
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
も
今
な
ん

と
か
そ
れ
な
り
に
人
と
し
て
親
と
し
て

生
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
人
生
な
ん
と

か
な
る
も
ん
だ
と
（
笑
）、
と
に
か
く

久
々
に
懐
か
し
い
思
い
出
を
掘
り
起
こ

せ
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鹿
角
市
役
所
健
康
福
祉
部

福
祉
総
務
課
保
護
班
　主
事

兎
澤
紗
希
子
（
六
六
期
）

花
輪
高
校
で

過
ご
し
た
三
年

間
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
あ

り
ま
す
が
、
や

は
り
陸
上
部
と

し
て
活
動
し
た
時
間
が
私
に
と
っ
て
な

に
よ
り
も
大
切
な
思
い
出
で
す
。

花
輪
高
校
に
入
学
し
、
迷
い
な
く
陸

上
部
に
入
部
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た

が
、八
十
人
以
上
い
る
部
員
数
に
驚
き
、

三
年
間
や
り
切
れ
る
だ
ろ
う
か
と
少
し

不
安
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
一

年
生
の
初
め
て
の
大
会
。
憧
れ
て
い
た

先
輩
と
リ
レ
ー
競
技
に
出
場
で
き
た

時
、
花
輪
高
校
の
陸
上
部
の
一
員
と
し

て
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
出
場
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

私
は
三
年
間
で
目
立
っ
た
結
果
は

残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
々
の
厳
し
い
練
習
を
み
ん
な
で
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
乗
り
越
え
、
引
退
す

前
校
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出

旧
校
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出

現
校
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出

 
花
輪
高
校
閉
校
に
寄
せ
て

特
集
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る
ま
で
や
り
遂
げ
た
こ
と
で
、
心
身
と

も
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
部
活
動
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
活
動
以
外
に
も
、
花
高
祭
や
運
動

会
、
修
学
旅
行
な
ど
友
人
と
過
ご
し
た

時
間
も
と
て
も
充
実
し
て
お
り
、
楽
し

か
っ
た
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
受
験
に
向
け
て
毎
日
必
死
に
勉
強

し
、辛
か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

友
人
や
先
生
に
支
え
ら
れ
目
標
と
し
て

い
た
進
路
に
も
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
度
も
進
路
相
談
を
し
、
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
先
生
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
勉
強
や
部
活
動
に
励
む

中
で
、
努
力
し
た
こ
と
が
実
を
結
ぶ
喜

び
や
、
自
分
の
力
で
様
々
な
こ
と
を
乗

り
越
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
様
々
な
経
験
や
思
い
出
が

社
会
人
と
な
っ
た
今
、
多
く
の
場
面
で

役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
友

人
や
先
生
方
に
も
恵
ま
れ
て
私
は
花
輪

高
校
に
入
学
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
思
い
出
、
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

母
校
の
花
輪
高
校
は
本
年
度
で
閉

校
し
、
新
年
度
か
ら
は
花
輪
、
十
和

田
、
小
坂
の
三
高
校
が
合
併
し
た
「
秋

田
県
立
鹿
角
高
校
」
が
誕
生
し
ま
す
。

そ
こ
で
最
後
の
同
窓
会
報
に
、
長
ら
く

花
輪
高
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
高
木
英
子

先
生
に
花
輪
高
の
思
い
出
な
ど
を
う
か

が
っ
た
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
先
生
は
夫
の
豊
平
氏
（
豊
平
氏

も
花
輪
高
に
勤
務
さ
れ
た
）
と
と
も
に

今
年
で
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。

◇
◇
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
◇
◇

鹿
角
市
が
誕
生
し
た
昭
和
四
十
七

年
（
一
九
七
二
）
四
月
に
三
十
七
歳

で
花
輪
高
に
赴
任
。
以
来
、
六
十
三
年

（
一
九
八
九
）
三
月
ま
で
十
七
年
間
連

続
で
花
輪
高
の
教
壇
に
。
そ
の
間
、
学

級
担
任
や
学
年
主
任
、
進
学
の
進
路
指

導
な
ど
を
担
当
。
教
科
は
世
界
史
、
日

本
史
。

「
赴
任
当
初
は
女
性
の
教
諭
は
普
通

科
の
学
級
担
任
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
二
年
目
に
担
任
に
な
れ
ま
し
た
。

担
任
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
男
子
生
徒

に
対
す
る
学
校
側
の
配
慮
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
正
直
言
っ
て
『
時
代
遅
れ
』

と
い
う
か
違
和
感
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

で
も
生
徒
は
総
じ
て
素
直
で
頑
張
り

屋
。
そ
の
反
面
、
警
察
に
や
っ
か
い
に

な
る
い
た
ず
ら
っ
子
も
い
て
ね
。で
も
、

今
か
ら
思
え
ば
手
を
焼
い
た
子
ほ
ど
立

派
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
う
し
た
教

え
子
の
成
長
し
た
姿
を
見
る
の
が
嬉
し

く
楽
し
い
で
す
」

そ
の
頃
の
花
輪
高
の
伝
統
で
、
男
子

は
運
動
部
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
ス
キ
ー
部
や
陸
上
部
の
黄
金
時

代
。
と
に
か
く
強
か
っ
た
。
先
生
も
そ

の
二
つ
の
部
の
顧
問
は
特
別
扱
い
で
し

た
。
文
化
部
で
は
何
と
言
っ
て
も
吹
奏

楽
部
。
佐
藤
修
一
先
生
が
顧
問
の
時
代

で
、
全
国
大
会
で
金
賞
を
と
っ
て
当
た

り
前
。
先
生
や
部
員
た
ち
も
そ
り
ゃ
必

死
で
し
た
ね
。
進
学
で
は
共
通
一
次
が

導
入
さ
れ
た
頃
で
、
鳳
鳴
と
比
較
し
て

も
花
輪
の
方
が
よ
い
大
学
に
入
れ
た
り

し
て
ね
。
学
校
の
序
列
で
考
え
て
は
い

け
な
い
、
子
ど
も
は
環
境
が
育
て
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

部
活
の
顧
問
は
十
七
年
間
一
貫
し
て

新
聞
部
。
部
員
は
三
十
人
余
り
で
、
女

子
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
新
聞
は
年
五

回
の
発
行
、
何
か
あ
れ
ば
号
外
も
発
行

し
た
。

「
三
年
生
は
夏
休
み
で
引
退
す
る
の

で
す
が
、
そ
の
時
に
下
級
生
に
仕
込
み

の
合
宿
を
し
ま
し
た
。
学
校
に
泊
り
込

ん
だ
の
で
す
が
、
三
年
生
が
自
炊
や
掃

除
な
ど
を
担
当
し
、
後
輩
た
ち
に
は
新

聞
づ
く
り
な
ど
の
勉
強
を
一
生
懸
命
さ

せ
ま
し
た
。そ
れ
が
新
聞
部
の
伝
統
で
、

そ
ん
な
中
か
ら
素
晴
ら
し
い
生
徒
や
新

聞
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
先
日
、
家
を
掃

除
し
て
い
た
ら
当
時
の
新
聞
が
ご
っ
そ

り
と
出
て
来
て
ね
、
学
校
に
問
い
合
わ

せ
た
ら
欲
し
い
と
い
う
の
で
寄
贈
し
ま

し
た
。
学
校
の
歴
史
を
語
る
貴
重
な
資

料
で
す
か
ら
ね
」

現
在
は
鹿
角
市
先
人
顕
彰
館
の
研
究

員
、
内
藤
湖
南
先
生
顕
彰
会
の
副
会
長

な
ど
を
務
め
て
い
る
。
故
郷
の
先
人
の

足
跡
や
業
績
を
調
査
・
研
究
し
て
お
り
、

各
種
研
修
会
の
講
師
や
テ
レ
ビ
等
に
出

演
す
る
な
ど
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い

る
。八

十
八
歳
の
現
在
も
健
康
そ
の
も
の

で
、
記
憶
力
も
確
か
な
も
の
。
背
筋
を

ピ
ン
と
伸
ば
し
た
姿
勢
が
印
象
的
だ
。

「
私
は
栄
養
と
か
薬
に
は
音
痴
。
こ

の
年
齢
に
な
る
ま
で
、
病
院
は
歯
医
者

と
皮
膚
科
し
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
特
に

健
康
に
気
を
付
け
て
い
る
と
い
う
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
た
い
時
に
食
べ

寝
た
い
時
に
は
寝
る
。
つ
ま
り
体
の
求

め
る
ま
ま
自
然
体
で
暮
ら
し
て
い
る
だ

け
。
そ
れ
が
私
の
最
大
で
唯
一
の
健
康

法
と
い
う
な
ら
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」鹿

角
市
十
和
田
大
湯
在
住
。

文
責
・
北
村
正
人
（
二
二
期
）

花
輪
高
校
の
思
い
出

高
木
英
子 

先
生

（
八
十
八
歳
）

吉
村 

ア
イ

（
一
九
期
）

五
十
五
年
前
、
卒
業
の
翌
年
に

花
輪
高
同
窓
会
の
総
会
に
参
加

し
、
大
先
輩
の
方
々
と
ど
ん
な
話

を
し
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
そ
れ

が
同
窓
会
と
関
わ
る
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

私
は
花
輪
に
生
ま
れ
、
花
輪
小

学
校
、
花
輪
第
一
中
学
校
、
花
輪

高
校
を
経
て
花
輪
電
報
電
話
局
に

就
職
し
、
花
輪
で
暮
ら
し
て
い
る
。

花
輪
町
は
合
併
し
て
鹿
角
市
と

な
り
、
陸
中
花
輪
駅
は
鹿
角
花
輪

駅
と
な
り
、
花
輪
電
報
電
話
局
は

鹿
角
電
報
電
話
局
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
花
輪
高
校
は
来
年
四

月
に
鹿
角
高
校
と
な
り
、
九
十
数

年
慣
れ
親
し
ん
だ
花
輪
の
名
称
が

ま
た
一
つ
な
く
な
る
。

い
つ
の
時
代
も
そ
の
流
れ
と
と

も
に
名
称
が
変
わ
り
、
人
の
記
憶

も
薄
ら
い
で
い
く
と
思
わ
れ
る

が
、
花
輪
高
校
の
歴
史
と
文
化
は

末
永
く
受
け
継
が
れ
、
継
続
し
て

い
く
と
思
っ
て
い
る
。

総会開催のご案内
日時:令和6年5月17日㈮
18:00～総会／19:00～懇親会
場所 ホテル茅茹荘

金曜日開催としました。
その時期になりましたら、案内をホーム
ページ等に載せますので、お誘い合わせ
の上ご参加ください。
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鹿
角
市
議
会
議
長

中
山
　一
男
（
二
一
期
）

私
は
、
昭
和

四
十
一
年
四
月

入
学
、
四
十
四

年
三
月
卒
業
の

二
十
一
期
生
で

す
。
当
時
の
校

舎
跡
地
に
は
「
あ
ん
と
ら
あ
」
が
建
っ

て
い
ま
す
の
で
、
私
の
学
ん
だ
校
舎
は

心
の
中
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

入
学
時
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
北
側

校
門
の
左
右
に
は
二
本
の
大
き
な
枝
垂

れ
桜
、
正
面
は
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
職
員
玄

関
・
校
舎
と
大
き
な
桜
の
木
が
あ
り
、

歴
史
を
刻
ん
だ
重
み
と
風
格
の
漂
う
木

造
校
舎
が
、
母
校
の
気
に
入
っ
た
風
景

で
し
た
。
入
学
当
時
の
校
長
は
山
城
誠

司
氏
で
し
た
が
亡
く
な
ら
れ
、
中
川
敏

郎
氏
か
ら
卒
業
証
書
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
授
業
中
は
、
部
活
で
疲
れ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
寝

て
い
て
も
早
弁
し
て
も
怒
ら
れ
ず
、
良

き
時
代
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

校
舎
西
側
に
は
道
場
（
第
二
体
育

館
）
が
あ
り
、
主
に
剣
道
部
・
柔
道
部

が
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
中
庭
に
は
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
南
側
に
は
体
育
館
が
あ

り
、男
子
バ
ス
ケ
部（
東
北
大
会
出
場
）、

バ
レ
ー
部
（
県
大
会
準
優
勝
）、
今
で

は
珍
し
い
女
子
器
械
体
操
部
が
練
習
し

て
い
ま
し
た
。
狭
い
中
で
し
た
が
活
気

に
満
ち
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

同
じ
南
側
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
百
Ｍ

の
コ
ー
ス
が
や
っ
と
取
れ
る
よ
う
な
場

所
を
主
に
陸
上
部
が
使
用
し
、
強
い
選

手
も
多
く
輩
出
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
私
の
所
属
す
る
野
球
部
は
と

い
う
と
、
学
校
に
野
球
場
が
無
く
、
春

木
沢
（
尾
去
沢
鉱
山
貯
水
池
の
一
角
）

ま
で
練
習
に
行
き
、
想
像
を
絶
す
る
よ

う
な
練
習
環
境
で
し
た
。
二
年
生
の
時

に
や
っ
と
今
の
場
所
に
新
校
舎
建
設
が

始
ま
り
、
校
舎
以
外
は
未
整
備
で
も
使

用
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
陸
上

ト
ラ
ッ
ク
、
そ
し
て
三
年
生
の
時
に

は
今
の
野
球
場
の
マ
ウ
ン
ド
を
、
リ
ヤ

カ
ー
や
一
輪
車
を
駆
使
し
な
が
ら
自
分

た
ち
の
手
で
二
回
も
整
備
し
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
野
球
環

境
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
三

年
目
に
し
て
夏
の
県
大
会
三
回
戦
ま
で

進
み
、
目
標
の
一
回
戦
を
突
破
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
自
分
の
礎
を

高
校
三
年
間
の
野
球
生
活
で
培
っ
た
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
し
、
八
橋
球
場
の

「
一
勝
」
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。

高
校
三
年
間
、
校
舎
建
築
の
寄
付
は

し
ま
し
た
が
、
一
度
も
校
舎
に
入
れ
ず

に
心
残
り
と
い
え
ば
心
残
り
で
す
。
私

の
思
い
出
の
校
舎
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
の
母
校
は
「
秋
田
県
立
花
輪
高

等
学
校
」
で
す
。
新
年
度
か
ら
の
「
鹿

角
高
校
」
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

㈲
安
心
サ
ー
ビ
ス（
ア
ド・ワ
ー
ク
ス
）

代
表
取
締
役安

保
　朗
（
四
二
期
）

最
初
の
話
を

い
た
だ
い
た
時

に
、
明
ら
か
に

人
選
を
間
違
え

た
の
で
は
？
と

思
い
ま
し
た

が
、
ま
あ
、
こ
れ
で
最
後
と
い
う
事
で

す
の
で
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
忌
憚
な
く

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
高
校
時
代
、
子
供
達
の
手
本

に
な
る
よ
う
な
人
物
像
と
は
程
遠
く
、

不
良
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
い
わ
ゆ

る
「
や
ん
ち
ゃ
」
な
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
前
校
舎
で

の
思
い
出
は
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
事
が

多
く
、
例
え
ば
廊
下
に
あ
っ
た
水
飲
み

場
は
、
手
洗
い
や
水
を
飲
む
の
で
は
な

く
、
当
時
流
行
っ
て
い
た
パ
ン
ク
ロ
ッ

ク
の
影
響
で
ツ
ン
ツ
ン
に
立
て
て
い
た

髪
を
先
生
に
洗
わ
れ
た
思
い
出
の
場
所

で
あ
っ
た
り
、
そ
の
近
く
に
あ
っ
た
牛

乳
パ
ッ
ク
の
自
動
販
売
機
は
叩
い
た
り

蹴
っ
た
り
す
る
と
も
う
一
個
出
て
く
る

と
い
う
噂
が
あ
っ
て
ボ
コ
ボ
コ
に
つ
ぶ

れ
て
い
た
り
（
私
は
蹴
っ
て
い
ま
せ
ん

が
）
そ
の
よ
う
な
事
ば
か
り
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
す
み
ま
せ
ん
。

他
に
も
、
購
買
は
昼
休
み
に
行
く
の

で
は
な
く
、
十
時
頃
の
開
店
と
同
時
に

お
目
当
て
の
パ
ン
を
買
い
に
行
き
、
も

ち
ろ
ん
お
昼
に
な
る
前
に
な
ぜ
か
お
腹

の
中
に
収
ま
っ
て
い
た
り
、
そ
の
後
学

食
に
行
っ
て
う
ど
ん
を
食
べ
て
い
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
弁
当
も
食
べ
て
い
た

り
、
と
に
か
く
よ
く
食
べ
て
い
た
と
い

う
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
場
所
で
す
と
、
仮
眠
す

る
つ
も
り
が
う
っ
か
り
寝
過
ご
し
て
放

課
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
体
育
館
の
用

具
室
や
、
三
年
の
時
に
出
席
日
数
が
足

り
な
く
て
冬
休
み
に
毎
日
掃
除
に
行
か

さ
れ
て
い
た
鬼
の
棲
む
体
育
教
官
室
、

先
輩
方
か
ら
肉
体
的
に
猛
烈
な
愛
の
指

導
を
受
け
た
部
室
や
体
育
館
裏
等
々
、

よ
く
も
ま
あ
三
十
年
以
上
経
っ
て
い
る

の
に
色
々
出
て
き
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
も
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
、
学
食
に
併
設
し
て
あ
っ
た
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
部
活
動
の
合
宿
で
利

用
し
、
皆
と
一
緒
に
泊
ま
る
楽
し
さ
が

高
じ
て
夜
は
麻
雀
や
花
札
を
や
り
す
ぎ

て
寝
不
足
に
な
り
ま
し
た
。

今
頃
私
に
執
筆
依
頼
を
し
た
方
は

苦
虫
を
嚙
み
潰
し
た
よ
う
な
お
顔
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

ん
な
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
も
今
な
ん

と
か
そ
れ
な
り
に
人
と
し
て
親
と
し
て

生
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
人
生
な
ん
と

か
な
る
も
ん
だ
と
（
笑
）、
と
に
か
く

久
々
に
懐
か
し
い
思
い
出
を
掘
り
起
こ

せ
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鹿
角
市
役
所
健
康
福
祉
部

福
祉
総
務
課
保
護
班
　主
事

兎
澤
紗
希
子
（
六
六
期
）

花
輪
高
校
で

過
ご
し
た
三
年

間
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
あ

り
ま
す
が
、
や

は
り
陸
上
部
と

し
て
活
動
し
た
時
間
が
私
に
と
っ
て
な

に
よ
り
も
大
切
な
思
い
出
で
す
。

花
輪
高
校
に
入
学
し
、
迷
い
な
く
陸

上
部
に
入
部
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た

が
、八
十
人
以
上
い
る
部
員
数
に
驚
き
、

三
年
間
や
り
切
れ
る
だ
ろ
う
か
と
少
し

不
安
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
一

年
生
の
初
め
て
の
大
会
。
憧
れ
て
い
た

先
輩
と
リ
レ
ー
競
技
に
出
場
で
き
た

時
、
花
輪
高
校
の
陸
上
部
の
一
員
と
し

て
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
出
場
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

私
は
三
年
間
で
目
立
っ
た
結
果
は

残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
々
の
厳
し
い
練
習
を
み
ん
な
で
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
乗
り
越
え
、
引
退
す

前
校
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出

旧
校
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出

現
校
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出

 

花
輪
高
校
閉
校
に
寄
せ
て

特
集
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今
年
の
五
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た

花
輪
高
校
同
窓
会
総
会
で
、
今
後
の
同

窓
会
に
つ
い
て
重
要
な
決
定
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
同
窓
会
役
員
に
つ
い
て

現
在
の
役
員
（
常
任
幹
事
を
含

む
）
を
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
留
任
と
す
る
。
欠
員
が
生

じ
て
も
特
に
は
補
充
し
な
い
。

二
、�

鹿
角
高
校
同
窓
会
と
の

　
　関
わ
り
に
つ
い
て

鹿
角
高
校
同
窓
会
を
支
援
す
る

方
向
で
、
小
坂
・
十
和
田
の
両
同

窓
会
と
協
議
を
し
て
い
く
。

三
、�

統
合
後
の
花
輪
高
校
同
窓

　
　会
に
つ
い
て

統
合
後
の
五
年
間
の
活
動
は
本

部
・
各
支
部
の
判
断
に
委
ね
る
。

そ
れ
以
降
の
同
窓
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
こ
の
五
年
間
で
検
討

す
る
。

母
校
が
な
く
な
り
、
来
年
三
月
の
卒

業
生
が
最
後
の
同
窓
生
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
通
り
の
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
、
資
金
的
に
無
理
で
あ
る
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
ど

の
程
度
の
活
動
が
で
き
る
か
を
こ
の
五

年
間
で
実
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
新
入
会
員
か
ら
の
入
会
金
も
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
会
費

の
み
が
収
入
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
会

費
を
納
入
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

今
年
度
は
、
従
来
の
活
動
の
他
に
閉

校
事
業
が
あ
り
、
役
員
も
忙
し
い
年
で

し
た
が
、
閉
校
式
も
無
事
終
了
し
て
安

堵
し
て
い
ま
す
。
学
校
が
無
く
な
っ
て

も
同
窓
生
が
い
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
同
窓
会
を
支

援
し
て
下
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

令
和
五
年
度
総
会
開
催

五
月
十
九
日
ホ
テ
ル
茅
茹
荘
に
お
い

て
、
令
和
五
年
度
の
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
昨
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
及

び
今
年
度
の
事
業
・
予
算
計
画
が
承
認

さ
れ
る
と
と
も
に
、
来
年
度
か
ら
の
同

窓
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
協
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
上
記
）
終
了

後
は
懇
親
会
で
、
二
年
ぶ
り
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

陸
上
部
と
実
業
部
に
激
励
金
贈
呈

去
る
七
月
二
十
四
日
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
陸
上
競
技
に
出
場
す
る
児
玉
政
大
君

と
兎
澤
愛
望
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
全
国
高

校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
に
出
場
す
る
小

原
優
叶
君
（
い
ず
れ
も
三
年
生
）
に
激

励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

花
輪
高
校
最
後
の
年
に
全
国
大
会
に

出
場
し
て
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

花
輪
高
校
同
窓
会��

令
和
四
年
度
決
算
書
、令
和
五
年
度
予
算
書

収入の部 単位：円

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

本年度決算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ｂ ) － ( Ａ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会  費 1,277,280 1,176,500 △ 100,780 1,595,801
      (1) 会費 900,000 816,500 △ 83,500 同窓生会費 1,048,601
      (2) 入会費 377,280 360,000 △ 17,280 @1,440 円× 250 人 547,200
２．繰越金 767,676 767,676 0 前年度より 585,669

３．繰入金 0 0 0 0
４．諸収入 44 5 △ 39 預金利息 3,785

合　　　　　　計 2,045,000 1,944,181 △ 100,819 2,185,255
支出の部

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

本年度決算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ｂ ) － ( Ａ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会議費 50,000 0 △ 50,000 27,500
２．会務費 780,000 537,206 △ 242,794 481,677
      (1) 旅費 140,000 62,191 △ 77,809 東京支部総会出席旅費 0
      (2) 消耗品費 10,000 0 △ 10,000 0
      (3) 通信費 550,000 417,958 △ 132,042 同窓会報発送費等郵送料 419,040
      (4) 振込手数料 80,000 57,057 △ 22,943 会費振込手数料 62,637
３．事業費 461,000 387,264 △ 73,736 393,882
      (1) 印刷費 360,000 315,238 △ 44,762 会費振込用紙、会報（２回） 321,644
      (2) 記念品費 60,000 49,588 △ 10,412 卒業記念品（印鑑ケース） 46,079
      (3) 広告費 20,000 1,833 △ 18,167 高校野球応援広告 5,499
      (4) 広報費 21,000 20,605 △ 395 ホームページ充実謝礼 20,660
４．渉外費 30,000 0 △ 30,000 0
      (1) 渉外費 10,000 0 △ 10,000 0
      (2) 慶弔費 20,000 0 △ 20,000 0
５．助成費 600,000 190,000 △ 410,000 500,000
      (1) 部活動助成費 350,000 120,000 △ 230,000 全国大会激励金 350,000
      (2) 進路指導助成費 150,000 0 △ 150,000 150,000
      (3) 支部助成費 100,000 70,000 △ 30,000 東京支部 0
６．備品費 14,000 12,870 △ 1,130 卒業アルバム代 12,870
７．積立金 0 0 0 0
８．繰出金 0 0 0 0
９．雑  費 2,000 0 △ 2,000 1,650
10．予備費 108,000 0 △ 108,000 0

合　　　　　　計 2,045,000 1,127,340 △ 917,660 1,417,579

収  入  総  額 1,944,181 定期預金（H27 積立分） 400,235
支  出  総  額 1,127,340 定期預金（H28 積立分） 300,116
差  引  残  額 816,841 定期預金（H29 積立分） 200,059

定期預金（H30 積立分） 200,042

収入の部 単位：円

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

前年度予算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ａ ) － ( Ｂ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会  費 985,760 1,277,280 △ 291,520 1,176,500
      (1) 会費 800,000 900,000 △ 100,000 同窓生会費 816,500
      (2) 入会費 185,760 377,280 △ 191,520 @1,440 円× 129 人 ( 高 3 年生 )　 360,000
２．繰越金 816,841 767,676 49,165 767,676
３．繰入金 800,336 0 800,336 H27･29･30 定期預金解約分 0
４．諸収入 330,953 44 330,909 不法行為返済金・預金利息等 5

合　　　　　　計 2,933,890 2,045,000 888,890 1,944,181
支出の部

項　　　　　　目 本年度予算額
( Ａ )  

前年度予算額
( Ｂ )  

増　　　減
( Ａ ) － ( Ｂ ) 摘                    要 前年度

決算額
１．会議費 50,000 50,000 0 総会費用他 0
２．会務費 630,000 780,000 △ 150,000 537,206
      (1) 旅費 100,000 140,000 △ 40,000 支部総会出席旅費 62,191
      (2) 消耗品費 10,000 10,000 0 事務用品等 0
      (3) 通信費 450,000 550,000 △ 100,000 同窓会会報発送費等郵送料 417,958
      (4) 振込手数料 70,000 80,000 △ 10,000 会費振込手数料 57,057
３．事業費 431,000 461,000 △ 30,000 387,264
      (1) 印刷費 330,000 360,000 △ 30,000 会費振込用紙、会報（２回） 315,238
      (2) 記念品費 60,000 60,000 0 卒業記念品（印鑑ケース） 49,588
      (3) 広告費 20,000 20,000 0 高校野球応援広告他 1,833
      (4) 広報費 21,000 21,000 0 ホームページ充実費用 20,605
４．渉外費 30,000 30,000 0 0
      (1) 渉外費 10,000 10,000 0 渉外活動費 0
      (2) 慶弔費 20,000 20,000 0 0
５．助成費 250,000 600,000 △ 350,000 190,000
      (1) 部活動助成費 150,000 350,000 △ 200,000 全国大会激励金 120,000
      (2) 進路指導助成費 0 150,000 △ 150,000 0
      (3) 支部助成費 100,000 100,000 0 各支部助成 70,000
６．備品費 14,000 14,000 0 卒業アルバム 12,870
７．積立金 0 0 0 0
８．繰出金 1,500,000 0 1,500,000 閉校行事諸経費 0
９．雑  費 2,000 2,000 0 0
10．予備費 26,890 108,000 △ 81,110 0
合　　　　　　計 2,933,890 2,045,000 888,890 1,127,340

収  入  総  額 2,933,890 　　  定期預金（H27 積立分）　今年度解約 400,235
支  出  総  額 2,933,890 　　  定期預金（H28 積立分） 300,116
差  引  残  額 0 　　  定期預金（H29 積立分）　今年度解約 200,059

　　  定期預金（H30 積立分）　今年度解約 200,042

◎令和４年度　同窓会決算書 令和５年度　同窓会予算書

▶
激
励
式
の
様
子

▶
総
会
の
様
子
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（1） 花 高 同 窓 会 会 報

　花
輪
高
校
同
窓
会
長

関
　
　厚
（
二
四
期
）

花
輪
高
校
は

鹿
角
高
校
に
引

き
継
が
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
花

高
の
歴
史
と
伝

統
を
校
内
よ
り

出
し
て
い
く
開
校
と
も
い
う
べ
き
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
花
輪
町

立
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
誕
生
、

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
秋
田
県
立

花
輪
高
等
女
学
校
、
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
秋
田
県
立
花
輪
高
等
学

校
と
変
遷
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
昭
和

四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
か
ら
新
田
町

よ
り
明
堂
長
根
に
移
転
し
ま
し
た
。
霊

峰
早
池
峰
山
か
ら
移
植
し
た
と
い
わ

れ
る
旧
校
舎
正
門
の
シ
ダ
レ
カ
ツ
ラ

は
、
悠
然
と
し
て
本
校
の
歴
史
を
見
つ

め
て
い
ま
す
。

女
学
校
校
歌
は
北
原
白
秋
先
生
と

山
田
耕
筰
先
生
に
よ
る
も
の
で
す
。
高

校
校
歌
は
万
葉
集
研
究
の
村
木
清
一

郎
先
生
に
よ
る
作
詞
で
す
。
先
生
の
万

葉
研
究
に
斎
藤
茂
吉
先
生
が
贈
っ
た

「
序
歌
　
萬
葉
の
そ
の
言
霊
を
あ
ら
た

代
の
ひ
び
き
と
な
し
て
傳
へ
け
る
は

や
」
は
同
窓
会
の
わ
た
し
た
ち
に
も
贈

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

花
輪
高
校
は
一
流
の
先
生
、
一
流
の

講
師
の
教
育
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
三

段
跳
び
金
メ
ダ
ル
の
南
部
忠
平
先
生
を

招
い
て
の
指
導
。
ボ
ス
ト
ン
覇
者
の
山

田
敬
蔵
先
生
は
若
き
日
、
陸
上
部
と
一

緒
に
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
伝
統
は

世
界
選
手
権
覇
者
の
浅
利
純
子
さ
ん
と

し
て
大
輪
の
花
輪
を
咲
か
せ
ま
す
。

吹
奏
楽
部
は
一
流
の
指
揮
者
に
よ

る
グ
ラ
ン
ド
で
の
練
習
に
よ
り
全
国

の
覇
者
と
な
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
部
は

花
輪
ス
キ
ー
場
な
ど
の
整
備
、
全
国
高

校
ス
キ
ー
大
会
の
開
催
が
一
流
の
選

手
と
交
流
を
生
み
、
大
き
く
花
開
い
て

お
り
ま
す
。

花
輪
高
校
は
新
高
校
の
中
に
生
き

て
い
き
ま
す
。
新
し
い
高
校
の
卒
業
生

と
三
校
の
卒
業
生
、
同
窓
会
の
団
結

が
、
よ
り
多
く
の
力
を
生
み
出
し
て
い

き
ま
す
。

花
輪
高
等
学
校
と
同
窓
会
は
永
遠

で
す
。
み
な
さ
ま
に
幸
多
か
れ
と
祈
念

し
ま
す
。

校
長
　佐
藤
　貢

四
月
に
着
任

い
た
し
ま
し

た
、
佐
藤
貢
と

申
し
ま
す
。
令

和
元
年
度
、
二

年
度
に
は
教
頭

職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
度
は
校
長
と
し
て
勤
務
で
き
ま
す

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
花
輪
高
校
最
後
の
年
度
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
元
気
で

明
る
く
何
事
に
も
一
生
懸
命
な
生
徒

た
ち
の
姿
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
素
晴

ら
し
い
環
境
の
中
で
生
活
さ
せ
て
い

た
だ
き
毎
日
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
の
生
徒
や
教
職
員

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
本
校
卒
業

後
も
継
続
し
て
関
係
性
を
も
て
る
こ

と
は
、
同
窓
会
組
織
が
盤
石
の
体
制
で

あ
る
か
ら
こ
そ
の
こ
と
で
あ
り
、
同
窓

会
員
の
皆
様
の
支
え
を
大
変
心
強
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

他
校
に
異
動
し
て
も
花
輪
高
校
の

活
躍
は
常
に
意
識
し
て
、
ま
た
、
期
待

し
て
お
り
ま
し
た
。
令
和
四
年
一
月
の

箱
根
駅
伝
に
、
私
が
授
業
を
担
当
し
た

卒
業
生
が
出
場
し
、
数
名
の
本
校
職
員

と
メ
ー
ル
を
し
な
が
ら
応
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
生
の
そ
の
後

の
活
躍
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

学
校
と
い
う
の
は
そ
う
そ
う
あ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
地
各
界
に
お

い
て
活
躍
す
る
人
間
を
輩
出
し
て
い

る
花
輪
高
校
の
歴
史
と
伝
統
が
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
に
は
、
同
窓
会
の
皆

様
か
ら
多
大
な
る
御
支
援
、
御
協
力
に

よ
り
、
閉
校
式
典
の
挙
行
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
及
び
思
い
出
を
語
る
会
の
開
催
、

閉
校
記
念
誌
の
発
行
等
の
閉
校
事
業
を

無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後

も
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
秋
田
市
出
身
。
令
和
三
年
大
館
鳳

鳴
高
校
副
校
長
、
令
和
四
年
大
曲
工
業

高
校
校
長
。
福
島
大
卒
。

▲閉校記念誌

花
輪
高
校
の

　

 

あ
ら
た
な
開
校
へ

着
任
の
あ
い
さ
つ

今年度、98年の歴史に幕を下ろす「花輪高校」の閉校記念誌が完成
しました。購入を希望される方は、下記の要領でお申し込み下さい。閉校記念誌発刊のお知らせ

①同窓会ホームページから
②電話にて…0186-23-2126
　　　　　　 （担当:髙田・小田島）
③ＦＡＸ ……0186-23-2137

3,000円（予価／税・送料込み）価　　格
申込方法

〈申　込〉令和5年12月20日㈬
〈支払い〉令和6年 1月31日㈬

〆 切

※②③の方法で申込の際は、「氏名」「連絡先」（支払先を連絡す
るための電話番号やメルアド等）「住所（郵送先）」「購入部数」
を記入または口頭でお伝えください。

※連絡先に振込口座をお知らせします。その後、振り込みの確認
ができ次第、発送いたします。なお、申込数の確定後の印刷とな
りますので、遅れる場合がありますが、令和6年3月末までには
発送致しますのでご了承下さい。


